
  

１．平成23年３月期第１四半期の業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  206  △0.2  △51  －  △51  －  △53  －

22年３月期第１四半期  207  △17.1  △61  －  △61  －  △61  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  △1,635  83  －      

22年３月期第１四半期  △2,332  64  －      

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  755  534  70.8  16,509  32

22年３月期  876  588  67.2  18,162  37

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 534百万円 22年３月期 588百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期  －        0 00 －      0 00  0  00

23年３月期  －      

23年３月期（予想）  0 00 －      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  557  7.2  △56  －  △56  －  △57  －  △1,759  26

通期  1,280  9.8  30  －  29  －  28  －  864  20



４．その他 

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る

会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（３）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると 

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 業績予想の前提条件及びその他関連する事項については、添付資料２ページ「当四半期の業績等に関する定性的情

報」をご覧下さい。 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 32,400株 22年３月期 32,400株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ －株 22年３月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 32,400株 22年３月期１Ｑ 26,400株
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第１四半期会計期間におけるわが国経済は、新興国の経済成長を背景に輸出関連企業の業績に回復の兆しが見

られるものの、欧州の財政問題の影響による円高や株価の下落により企業収益は低迷しており、依然として先行き

不透明な状況が続いております。 

 情報セキュリティ業界におきましては、新規投資の先送りや縮小など、企業の情報投資を抑制する動きが依然続

いており、厳しい受注環境が続いております。 

 このような状況の中、当社は、「第１回クラウドコンピューティングEXPO」及び「Interop Tokyo 2010」への出

展を行うなど、当社及び当社の製品・サービスの情報発信を強化し、エンドユーザーへの直接アプローチに注力し

て営業活動を行ってまいりました。 

 その結果、売上高は 千円（前年同四半期比0.2%減）となりました。 

 また、利益面におきましては、引き続き自社製品をメイン商材としたプロダクト・アウト戦略を積極的に推し進

め、売上総利益率の確保に注力したことに加え、業務の効率化やコスト削減により販売費及び一般管理費の低減を

図ってまいりました。 

 その結果、営業損失は 千円（前年同四半期は、 千円の営業損失）、経常損失は 千円（同

千円の経常損失）、四半期純損失は 千円（同 千円の四半期純損失）となりました。 

  

 事業のセグメントごとの業績の概要は以下のとおりであります。 

  

① マネージド・セキュリティ・サポート・プロバイダー事業（以下、ＭＳＳＰ事業） 

 ＭＳＳＰ事業におきましては、引き続き定常的にサービス提供を行う顧客の獲得に努めるとともに、サービス品

質のさらなる向上を図ってまいりましたが、受注環境の回復にはいまだ至らず、当セグメントの売上高は

千円、営業損失は 千円となりました。 

  

② ログ・アナリシス・プロバイダー事業（以下、ＬＡＰ事業） 

 ＬＡＰ事業におきましては、前期に引き続きセキュリティ関連展示会で自社製品のログ分析システム

「LogStare」をメイン商材とした販促活動を行い、新規案件の獲得を推し進めた結果、当セグメントの売上高は

千円、営業損失は 千円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

①当第１四半期の財政状態 

 財政状態につきましては、総資産 千円（前事業年度末比 千円の減少）、負債合計 千円 

（前事業年度末比 千円の減少）となり、純資産合計は 千円（前事業年度末比 千円の減少）と

なりました。 

②当第１四半期におけるキャッシュ・フローの状況 

 当第１四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」といいます。）は、前事業年度末に比べ、

千円増加し、当第１四半期会計期間末には 千円になりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、資金は 千円の収入（前年同四半期は、 千円の収入）となりました。これは主に売

上債権の減少 千円及び前受金の増加 千円並びに減価償却費 千円、仕入債務の減少 千円

及び税引前四半期純損失 千円の差額によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、資金は 千円の収入（前年同四半期は、 千円の支出）となりました。これは主に差入

保証金の回収による収入 千円と有形固定資産の取得 千円との差額によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、資金は 千円の支出（前年同四半期は、 千円の支出）となりました。これは割賦債務

の返済によるものです。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月７日に発表いたしました「平成23年３月期の業績予想」につきましては、現時点において変更はあ

りません。 

  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報

206,913

51,360 61,167 51,403

61,239 53,000 61,581

184,178

23,156

22,735 16,432

755,697 120,589 220,796

67,030 534,901 53,558

89,327 381,906

87,405 41,080

218,653 33,217 12,857 121,141

51,753

2,723 3,246

12,551 8,669

802 50,802

㈱セキュアヴェイル（3042）　平成23年３月期　第１四半期決算短信（非連結）

- 2 -



（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。 

② 特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年3月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年3月31日）を適用して

おります。 

 これによる、営業損失、経常損失及び税引前四半期純損失に与える影響は軽微であります。 

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 381,906 292,579

売掛金 143,640 362,293

商品及び製品 12,364 4,335

仕掛品 4,116 2,022

前渡金 6,496 3,686

前払費用 18,368 15,071

未収入金 45 12,148

その他 － 136

流動資産合計 566,937 692,273

固定資産   

有形固定資産   

建物 53,074 42,738

減価償却累計額 △18,361 △16,935

建物（純額） 34,713 25,802

車両運搬具 2,735 2,735

減価償却累計額 △2,352 △2,319

車両運搬具（純額） 383 416

工具、器具及び備品 65,581 59,515

減価償却累計額 △48,952 △47,290

工具、器具及び備品（純額） 16,629 12,224

有形固定資産合計 51,725 38,443

無形固定資産   

ソフトウエア 69,187 77,825

電話加入権 241 241

ソフトウエア仮勘定 1,097 －

無形固定資産合計 70,526 78,067

投資その他の資産   

投資有価証券 7,633 8,191

長期前払費用 208 245

差入保証金 58,666 59,066

投資その他の資産合計 66,508 67,502

固定資産合計 188,760 184,013

資産合計 755,697 876,287
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（単位：千円）

当第１四半期会計期間末 
(平成22年６月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 54,089 175,230

未払金 21,855 9,402

未払費用 36,733 16,092

未払法人税等 782 3,389

未払消費税等 1,858 7,150

前受金 88,927 55,710

預り金 2,272 2,136

賞与引当金 10,598 18,178

流動負債合計 217,118 287,291

固定負債   

長期未払金 － 534

資産除去債務 2,734 －

繰延税金負債 943 －

固定負債合計 3,677 534

負債合計 220,796 287,826

純資産の部   

株主資本   

資本金 410,550 410,550

資本剰余金 387,550 387,550

利益剰余金 △260,242 △207,241

株主資本合計 537,857 590,858

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △2,955 △2,397

評価・換算差額等合計 △2,955 △2,397

純資産合計 534,901 588,460

負債純資産合計 755,697 876,287

㈱セキュアヴェイル（3042）　平成23年３月期　第１四半期決算短信（非連結）

- 5 -



（２）四半期損益計算書 
（第１四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 207,254 206,913

売上原価 150,743 151,729

売上総利益 56,510 55,183

販売費及び一般管理費 117,678 106,543

営業損失（△） △61,167 △51,360

営業外収益   

受取利息 51 17

受取配当金 2 4

その他 0 0

営業外収益合計 54 22

営業外費用   

支払利息 126 64

為替差損 － 1

営業外費用合計 126 66

経常損失（△） △61,239 △51,403

特別損失   

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 297

固定資産除却損 － 52

特別損失合計 － 350

税引前四半期純損失（△） △61,239 △51,753

法人税、住民税及び事業税 342 303

法人税等調整額 － 943

法人税等合計 342 1,247

四半期純損失（△） △61,581 △53,000
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △61,239 △51,753

減価償却費 12,504 12,857

賞与引当金の増減額（△は減少） △8,901 △7,579

受取利息及び受取配当金 △54 △22

支払利息 126 64

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 297

固定資産除却損 － 52

売上債権の増減額（△は増加） 179,489 218,653

たな卸資産の増減額（△は増加） △698 △10,121

仕入債務の増減額（△は減少） △119,227 △121,141

前受金の増減額（△は減少） 30,024 33,217

その他 10,382 14,233

小計 42,405 88,756

利息及び配当金の受取額 54 22

利息の支払額 △64 △64

法人税等の支払額 △1,314 △1,309

営業活動によるキャッシュ・フロー 41,080 87,405

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △196 △8,669

無形固定資産の取得による支出 △3,079 △1,055

差入保証金の差入による支出 － △103

差入保証金の回収による収入 － 12,551

その他 30 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,246 2,723

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の返済による支出 △50,000 －

割賦債務の返済による支出 △802 △802

財務活動によるキャッシュ・フロー △50,802 △802

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △12,967 89,327

現金及び現金同等物の期首残高 326,940 292,579

現金及び現金同等物の四半期末残高 313,972 381,906
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 該当事項はありません。 

  

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離可能な財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は東西事業本部において、マネージド・セキュリティ・サポート・プロバイダー事業（以下、ＭＳＳＰ事業）

及びログ・アナリシス・プロバイダー事業（以下、ＬＡＰ事業）の２つの事業を柱とし、取り扱う製品・サービスに

ついて国内の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しているため、当社は、「ＭＳＳＰ事業」及び「ＬＡＰ事業」

の２つを報告セグメントとしております。 

 「ＭＳＳＰ事業」は、24時間365日お客様のネットワークセキュリティシステムを常に安全で効果的に機能させる

ために、システムの設計・構築から導入後の運用管理までをトータルに提供する事業で、「ＬＡＰ事業」はインター

ネットサーバーやネットワークデバイスから出力されるログを様々な角度から分析する事業であります。 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

（注）１．セグメント損失の調整額11,771千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、全社費用

は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント損失は、四半期損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

（追加情報） 

当第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21

日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：千円）

  

  
ＭＳＳＰ ＬＡＰ 合計 

調整額 
（注）１  

四半期 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

売上高           

外部顧客への売上高 184,178 22,735 206,913 － 206,913 

セグメント間の内部売上高又は振替高 － － － － － 

計 184,178 22,735 206,913 － 206,913 

セグメント損失 23,156 16,432 39,588 11,771 51,360 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

４．補足情報
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